
―３２５― 

予算特別委員会記録（第２号） 

 

 

平成２７年９月２４日 木曜日 午前１０時００分開議 

蒲  生  光  男  委員長   五 十 嵐  智  洋  副委員長 

 

出 席 委 員 （１５名） 

 

  １番  宇 津 木  正  紀  委員    ２番  浅  野  敏  明  委員 

  ３番  金  子  豊  美  委員    ４番  内  谷  邦  彦  委員 

  ５番  平     進  介  委員    ６番  鈴  木  富 美 子  委員 

  ７番  渡  部  秀  樹  委員    ８番  今  泉  春  江  委員 

  ９番  梅  津  善  之  委員   １０番  赤  間    広  委員 

 １１番  小  関  秀  一  委員   １２番  五 十 嵐  智  洋  委員 

 １３番  蒲  生  光  男  委員   １４番  安  部     隆  委員 

 １５番  町  田  義  昭  委員 

 

欠 席 委 員 （０名） 

 

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

 内 谷 重 治  市 長       遠 藤 健 司  副 市 長 

 鈴 木 一 則  総 務 参 事       松 木 幸 嗣  厚 生 参 事 

 竹 田 利 弘  総 合 政 策 課 長       齋 藤 環 樹  総 務 課 長 

 渡 邊 洋 男  財 政 課 長       谷 澤 秀 一  地域づくり推進課長 

 髙 石 潤 一  税 務 課 長       鈴 木 広 弥  市 民 課 長 

 伊 藤 亮 一  健 康 課 長       佐 藤   隆  福祉あんしん課長 

 松 木   満  子育て推進課長       加 藤 芳 秀  教 育 長 

 孫 田 邦 彦  産 業 参 事       横 山 賢 一  建 設 参 事 

 遠 藤 敏 広  農 林 課 長       川 村 直 人  商 工 観 光 課 長 

 青 木 邦 博  建 設 課 長       種 村 正 一  上 下 水 道 課 長 

 渋 谷 憲 治  会計管理者兼会計課長       遠 藤 敏 男  教 育 総 務 課 長 

 鈴 木 博 郎  学 校 教 育 課 長       齋 藤 理喜夫  文化生涯学習課長 

 佐 野 安 広  生涯スポーツ課長       鈴 木 良 弘  選挙管理委員会事務局長 

 髙 橋 洋 一  監査委員事務局長       寒河江 新 一  農業委員会事務局長 

 渋 谷 正 通  消 防 主 幹 



―３２６― 

 

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

 飯 澤 常 雄  議 会 事 務 局 長       小 林 克 人  補 佐 

 若 月 由 紀  庶務主査兼庶務係長       鈴 木 和 夫  議 事 調 査 係 長 

 安 達 洋 司  主 任 技 士 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第７９号 平成２７年度長井市一般会計補正予算第６号 

議案第８０号 平成２７年度長井市公共下水道事業特別会計補正予算第１号 

議案第８１号 平成２７年度長井市山形鉄道運営助成事業特別会計補正予算第１号 

議案第８２号 平成２７年度長井市農業集落排水事業特別会計補正予算第１号 

議案第８３号 平成２７年度長井市介護保険特別会計補正予算第１号 

議案第８４号 平成２７年度長井市浄化槽事業特別会計補正予算第１号 

議案第８５号 平成２７年度長井市宅地開発事業特別会計補正予算第１号 

議案第８６号 平成２７年度長井市水道事業会計補正予算第１号 

 



 

―３２７― 

 

 

   開     議 

 

 

○蒲生光男委員長 おはようございます。 

 ただいまより予算特別委員会を開会いたしま

す。 

 本日の会議に欠席の通告委員はございません。

よって、ただいまの出席委員は定足数に達して

おります。 

 

 

 平成２７年度長井市各会計補正予算 

 案に関する総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 それでは、去る18日の総括質

疑に続き、総括質疑を続行いたします。 

 順次ご指名申し上げますので、よろしくお願

いいたします。 

 

 

 今泉春江委員の総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 順位６番、議席番号８番、今

泉春江委員。 

 なお、皆様のお手元に資料が配付されてござ

いますが、これはこの次に総括質疑があります

赤間広委員からの資料配付でございます。委

員長が許可いたしましたので、ご了解ください。 

 それでは、今泉委員、お願いいたします。 

 ８番、今泉春江委員。 

○８番 今泉春江委員 おはようございます。日

本共産党の今泉春江でございます。よろしくお

願いいたします。 

 19日未明に安保法案が強行採決されました。

憲法の平和主義が破壊され、憲法の立憲主義も

破壊され、民主主義が否定されました。強い怒

りとともに闘いはこれからだと強く思っており

ます。そのことを思いながらきょうの予算総括

質疑をさせていただきます。 

 それでは最初に、マイナンバー制度施行につ

いて質問いたします。市長にも答弁をお願いし

ておりますが、市長には最後にお考えをお聞き

したいと思います。 

 まず、日本に住む人に一人残らず番号を割り

振り、国が情報を管理するマイナンバー、社会

保障・税番号制度の本格的運用に向け準備が進

められています。国民の各種個人情報を個人ナ

ンバー、マイナンバーによって結びつけ、活用

する制度です。しかし、多くの国民は制度を詳

しく知らず、むしろ情報漏れへの不安を広げて

おります。多くの自治体や企業では対策がおく

れているとも報告されております。 

 長井市でも今議会に準備に向けての補正予算

やマイナンバーに関する個人情報保護条例の一

部改正や番号利用等に関する条例の制定、マイ

ナンバーカードの通知カード及び個人番号カー

ドの再交付のための手数料などが提案されてお

ります。 

 まず、総務課長にお聞きいたします。８月17

日の全員協議会での資料なども参考にして質問

いたします。 

 まず、マイナンバーの目指すものとして最初

に公平・公正な社会の実現とあります。公平・

公正とはどのようなことを言っておるのでしょ

うか。困っている方にもきめ細やかな支援がで

きるともありますが、マイナンバー制度によっ

て行政側から困っている方に支援をしていただ

けるということなのでしょうか。あくまでも市

民の方からの要望に基づいての支援となるのだ

と思いますが、その中でさまざまな支援の中身

は現行の制度のもとでの支援となり、支援の中

身そのものは変わらないのではないでしょうか。




